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研究成果の概要（和文）：日本では食物アレルギー、気管支喘息、アトピー性皮膚炎などの即時型アレルギーが増えて
いる。本研究では抗アレルギー作用をもつ成分をみつけるためにまずマスト細胞の脱顆粒を抑制する物質の検索を行っ
た。その結果、β-グルカンが脱顆粒抑制効果、受動皮膚アナフィラキシー反応の抑制を示した。花粉症患者を対象と
してβ-グルカンを経口投与したところ、鼻づまりや涙が出るといった花粉症特有の症状が軽減された。また精油につ
いて調べたところ、ゼラニウム精油およびその主要成分であるシトロネロールにマスト細胞脱顆粒抑制効果、炎症性サ
イトカインの産生抑制効果、MAPキナーゼであるERKのリン酸化の阻害効果があった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the effects of geranium essential oil (GEO) on anaphylaxis. We 
used mouse cells to show that GEO inhibited the degranulation of cultured mast cells (CMCs). Citronellol 
is the major component of GEO, and inhibited CMC degranulation. The L-enantiomer of citronellol more 
effectively suppressed CMC degranulation than did D-citronellol. We also examined whether citronellol 
could inhibit the immunoglobulin (Ig) E-induced production of tumor necrosis factor (TNF)-alpha. 
Treatment with various concentrations of citronellol before CMC activation with IgE significantly 
inhibited the induction of TNF-alpha in a dose-dependent manner. Mechanistically, citronellol suppressed 
the phosphorylation of mitogen-activated protein kinase (ERK), which is critical for ERK activation and 
the production of inflammatory cytokines in mast cells. These findings suggest that citronellol may 
represent a candidate compound for the effective treatment of allergic diseases.

研究分野： 分子細胞生物学
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１．研究開始当初の背景 
近年、我が国では食物アレルギー、花粉症、
アトピー性皮膚炎や気管支喘息など即時型
アレルギー性疾患に罹患する人が増加の一
途をたどっている。アレルギー性疾患にかか
ると日常生活に多大な影響を及ぼすのでそ
の対策は急務である。食品を食べることによ
りアレルギー反応を抑制するという研究は
あるもののまだまだその数は少ない。そこで
食品をはじめとしてさまざまなアレルギー
反応を抑制する成分を検索することをめざ
して研究を始めた。 
 
２．研究の目的 
マスト細胞は食物アレルギー、花粉症、アト
ピー性皮膚炎や気管支喘息などのアレルギ
ー性疾患の基礎となる即時型アレルギー反
応の発現に必須の細胞である。マスト細胞の
表面には免疫グロブリン E(IgE)に対する高
親和性の受容体が発現している。食物、花粉、
ダニなどに由来する抗原がIgEを介して高親
和性 IgE受容体に結合すると IgE受容体が架
橋されて、マスト細胞は細胞質内の好塩基顆
粒を放出する（脱顆粒反応）。この好塩基顆
粒に含まれているヒスタミンやセロトニン
などの生理活性物質が作用することにより、
即時型アレルギー反応が起こるのである。 
β-グルカンやいくつかのエッセンシャルオ
イル（精油）がマスト細胞の脱顆粒を阻害す
ることを示唆するデータが得られている。本
研究ではその作用機序を解明するとともに、
生体内でのアレルギー反応も抑制するのか
どうか、さらに有効成分の特定についても検
討する。 
 
３．研究の方法 
今までに、β-グルカンやオレンジオイル、
マジョラムオイル、キャロットオイル、ゼラ
ニウムオイルなどがマスト細胞の脱顆粒を
阻害することを示唆するデータが得られて
いる。そこで、まず最も阻害効果が高い実験
条件を調べる。次に、これらのサンプルがマ
スト細胞の生存を阻害するかどうかについ
て検討する。さらに、IgE で刺激されたマス
ト細胞が種々のサイトカインを産生し、これ
らのサイトカインによりアレルギー反応に
引き続いて起こる炎症反応が惹起されるの
で、サイトカイン産生に対するサンプルの影
響を調べる。また、細胞内でシグナル伝達に
関係するたんぱく質のリン酸化がサンプル
によって阻害される可能性が高いのでこの
点を調べる。 
次に、生体内でもサンプルがアレルギー反応
を抑制するかどうかを調べるために、受身皮
膚アナフィラキシー（PCA）反応を行なう。 
さらにヒトに対して抗アレルギー効果があ
るかどうかも検討する。 
 
４．研究成果 

(1) カモミールオイルがポリメラーゼ阻害
活性やがん細胞の増殖阻害活性、抗アレルギ
ー作用を有することを見出した。 
 
(2) 黒酵母由来β-グルカンはマスト細胞の
脱顆粒を阻害することによって即時型アレ
ルギー反応を抑制する。アレルギー反応を抑
える有用な物質の候補として考えられる。 
 
(3) レモングラスオイルがポリメラーゼ阻
害活性やがん細胞の増殖阻害活性、抗アレル
ギー作用を有することを見出した。有効成分
はシトラール、ゲラニオール、ネラール等で
ある。 
 
(4) 黒酵母由来β-グルカンはヒトの花粉症
に対してくしゃみ、鼻づまりなどの症状を抑
制することにより抗アレルギー効果を示し
た。 
 
(5) ゼラニウムオイルとその主要成分であ
るシトロネロールがマスト細胞の脱顆粒を
抑制することにより抗アレルギー効果を有
することを示した。また、シトロネロールは
炎症性サイトカインの産生を抑制し、シグナ
ル伝達に関与するERKのリン酸化も抑えるこ
とがわかった。 
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